














































































要約

 遺伝相談の先進諸国では医師をはじめ遺伝ナースなどか一定の教育を受け活発に業務を

展開しており、カウンセリング内容も高いレベルとなっている。先進諸国の遺伝カウンセ

ラー養成教育システムは、わが国への導入にあたって大変参考となる部分も多いのは否定

できない。しかし先進諸国と異なり本邦国民の遺伝への認識、反応に大きな差があること、

宗教の違い、医学部に臨床遺伝学講座が無い、もしくは極めて少ない状況等を考慮すると、

先進諸国のノウハウをそのまま単純に移行させてもその効果は極めて疑わしい。このよう

な観点から本邦では独自の視点、方法で遺伝カウンセラーの教育に着手してきた。その実

績の紹介とそれを踏まえた遺伝カウンセラー教育の今後について検討した。

  現在、遺伝カウンセリングはその重要性を認識した医師個人の自発的行為によりなされ

ており、相互の連携は乏しい。これまで遺伝カウンセラーの養成には日本臨床遺伝学会、

日本人類遺伝学会が努力を重ねて来たが、広く一般国民ヘ遺伝カウンセリングの存在をア

ピールするにはその体制は不完全である。遺伝に対するニーズの殆どは表面にでることな

く深く潜行し陰湿な解釈、解決がなされてきた。遺伝性疾患を有する者も紛れもなくいわ

ゆる健常者と同じ人であり、言われ無き差別、迫害の対象となってはいけない。このため

には本邦国民の遺伝に対する意識を改革し、遺伝についての正しい知識の普及に努めなく

てはならない。

 遺伝疾患を有する当事者自身も又遺伝を正しく理解出来ず、遺伝相談の門戸をたたく勇

気も持てず埋もれ悩んでいる。これらの人々が躊躇なく気軽にカウンセリング出来る社会

情勢、受け皿の整備が急務である。

 遺伝に対する一般国民の偏見、差別の排除には膨大な時間と努力を要する。手をこまね

いてその時期が来るのを待つだけではいけない。具体的実践として、まず遺伝疾患で具体

的に悩む人々とその家族とを遺伝に対する偏見から解放しなくてはならない。その為には

根気強いカウンセリングが必須である。そして意識改革した小集団を次第に拡大していか

なくてはならない。各種遺伝疾患の患者団体を初めとして、その兆しはみえ始めている。

 遺伝カウンセリングの充実を計るには、点として活動している数少ないカウンセラー、

およびその技能を有しながらそれを発揮する場所を持たないカウンセラーを発掘し、これ

らを線で結び有機的連携がとりうるネットワークの整備が急務である。

 遺伝カウンセラーは現在、それぞれ専門とする科に所属しながらその時間をやりくりし

てカウンセリングにあたっているのが実状である。本研究では遺伝カウンセリングネット

ワークの構築のためソフト、ハード面の整備を目的としている。カウンセラーの養成と働

きうる部署の整備が焦眉の課題であるが、長期的には一般国民の遺伝についての正しい認

識も不可欠である。即ち①遺伝疾患の発生は人の生殖に普遍的に付随する現象であり、特



別異端視さるべき対象ではないこと。②遺伝的に完全な人はこの世に存在しないこと。③

人の社会は見た目の健常者(実は全員保因者)と発症者からなること。等があげられる。

  このように教育の対象は一般国民、カウンセラーと多岐にわたるが、この両者が完備す

るには極めて長期にわたる根気強い施策が要求される。短期的にはこれらを視野に置きつ

つ先ず遺伝カウンセラーの教育に限局して検討した。

  カウンセリングはプライバシーの保護が極めて重視される。いきおいカウンセラーとク

ライアントが一対一で対応することが多い。カウンセラーの独断による障害を回避する機

能も必要である。すなわちカウンセラーの資質の均一化に努めなくてはならない。このた

めカウンセラーは常に客観的自己評価の機会を繰り返し持たなくてはならない。

  このような視点からこれまでの遺伝カウンセラー養成の実績を紹介、アンケート調査を

分析し今後の遺伝カウンセラー教育について短期的、中期的、長期的対策を検討した。


